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1 本書は、長野県上田市中央北三丁目3253-4に おける、国立長野病院北側駐車場造成に伴う、
八幡裏遺跡第V次発掘調査 (略称 :八幡裏遺跡V)の報告書である。
2 調査は、上田市土地開発公社の委託に基づき、上田市 (上田市教育委員会事務局文化課)が
実施 した。

3 現地調査は、平成 9年 2月 9日 から3月 10日 まで行った。また、整理作業は、現地調査終了
後、平成11年 3月 25日 まで、断続的に行った。

4 バックホーによる表土剥は、和農興の竹内和好に依頼して行った。
5 遺構実測の基準となる国家座標に基づくメッシュ杭打ち (3× 3m)及 び水準点 (BH=480。 1
07m)の設置は、株式会社ジャステック長野支店に委託して実施 した。

6 遺構の実測はメッシュをもとに、簡易やり方により、池田育子、塩川美代子、塩沢むつきが
行った。

7 遺物の洗浄・ 注記・ 接合・ 実測・ 拓本・ 観察、遺構及び遺物実測図の トレース、報告書作成
は、中沢徳士、久保田敦子、望月貴弘、古野明子、須齋千恵子及び整理作業員が行った。な

お、石器の材質鑑定は、市誌編さん室の甲田三男氏に依頼して行った。

8 遺構及び遺物写真は、中沢が撮影したものを使用 した。
9 本調査に係る資料は、上田市立信濃国分寺資料館に保管している。
10 本調査にあたり、国立長野病院、佐藤建設・ 東急建設・ 東信土建企業共同体、竹原重建の皆

さんにご協力をいただいた。記して感謝する次第である。

11 本調査に係る調査の体制は次のとおりである。
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構

遺構は、次の ( )内に示す略号で表 し、続き番号は任意であり、欠番もある。

竪穴住居址 (SB―) 竪穴住居址内のピット (P)土 竣 (SK―) ピット (P― )
遺構図版は、原則として国家座標に基 く北を頁の上にした。紙面の都合により例外もあるが、

その場合は別途方位を示した。

遺構実測図は、原則として原図V20、 縮小1/3と した。さらに、詳細な実測が必要な場合は、

原図V10、 縮小1/3と した。例外もあるが、各図の縮尺は、図中のスケールによりたい。

表記する遺構が、時代の新 しい他の遺構や撹乱等によって破壊を受けたり、不明確な場合は、

表記する遺構の推定プランを破線で示した。

遺構図中の「 S」 は、石を示す。

住居址の主軸方位は、国家座標の北と住居址の中軸線とのなす角度で示した。

遺構の規模や標高を示す単位は、すべて「 m」 である。

遺構図中の網点は、焼上を示す。

遺構写真図版の縮・` は任意である。

遺構観察表の表記方法は、次のとおりである。

土器実測図は、原図1/1、 縮小1/3と した。

土器の実測は四分割法を用い、左1/2に外面、右1/2に内面及び断面を示した。

土器の実測図中の濃い網点は黒色処理を、薄い網点は赤色塗彩を、断面図の網点は磁器を示

す。

遺物観察表の標記方法は、次のとおりである。

①遺構No…出土遺構 ②図版No…掲載図版番号 ③器種…土器の形態種類 ④種類…土器の
種類 ⑤法量…スケール.単位「 clll」 .推定の場合は ()書き ⑥残存…残存比率 ⑦器質
・̈「胎」胎土。「焼」焼成。「色」外内面の基本的色調=『新版標準土色帳』 (農林水産省

農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修)による ③成形一成形技
法 ③形態―プロポーションの特徴 ⑩整形ほか…仕上げ技法と特記事項
石器の場合は、表中にその都度示した。

遺物写真図版の縮小は任意である。
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1 調査に至る経過
平成 6年の長野県職員住宅建設、同年の国立長野病院建設、及び平成 8年の同病院看護婦宿舎

建設事業、同年末から 9年初頭の病院南道路拡幅工事等に伴う 4回の発掘調査は、病院敷地周辺

に所在する八幡裏遺跡が、縄文時代中～後期と古墳時代後期～奈良・ 平安時代の集落遺跡である

ことを知 らしめた。特に、縄文時代の敷石住居10件、人骨を伴 う墓墳 3件の検出、住居址からの

イノシシ・ シカの獣骨の出土は、太郎山山麓扇状地の該期の遺跡について、新たな指標を示 した。

(「八幡裏遺跡Ⅱ」1997年、「八幡裏遺跡Ⅲ」1998年いずれも上田市教育委員会)ま た、平成 8

年度の冬に行った第Ⅳ次発掘調査では、古墳時代の集落址の一端が、比較的良好な状態で確認さ

れている。

こうした調査を経て、平成10年 1月 8日、上田市役所本庁舎 5階第二委員会室において、厚生

省関東信越地方医務局、国立長野病院、上田市、上田市教育委員会、上田市土地開発公社の 5者

事務担当者により、国立長野病院北側駐車場造成にむけた遺跡調査に係る調整会議が開催され、

今回の発掘調査について協議 した。

該当地は、これに先立つ平成 9年 10月 に試掘調査を実施 しており、その際、遺構が現地表面下

0.7m前後に確認され、それとともに、土師器片を少量出上した (「市内遺跡Ⅵ」1998年上田市

教育委員会)。 これにより、遺跡の保護措置の必要性は確認されており、協議の結果、駐車場造

成部分約1,200どの発掘調査を実施 し、遺跡の記録保存を図ることとした。現地調査は、平成 9

年 2月 中に行い、調査報告書については平成10年度に刊行することとした。

2 調査の方法
(1)遺跡名の取扱いと遺跡記号

遺跡名は「八幡裏遺跡」とした。これは『長野県市町村遺跡分布図』 (昭和52年長野県教育

委員会)、 『上田市文化財分布地図』 (昭和54年上田市教育委員会)、 『全国遺跡地図 長野
県』 (昭和58年文化庁文化財保護部)、 『長野県史』 (長野県史刊行会)記載の「八幡遺跡」

と同一であるが、過去の調査の経過から、名称は「八幡裏遺跡」に統一した。

また、記録の便宜を図るため遺跡記号として、 Hachi一 Man― Uraの頭文字を組み合わせて

「 HMU」 とし、第 5次調査を示す「 V」 をつけ、「 HMU― V」 とした。各種の記録や遺物
の注記にあたっては、この略記号を用いた。

(2)調査範囲の設定と掘り上げ

調査範囲は駐車場敷地部分に設定 した。おおまかな表上の除去はバックホーにより行い、そ

の後の遺構検出や遺構の掘り上げは、すべて入力で行った。

(3)遺構記録の方法

調査地区には国家座標に基づく3X3mの メッシュをはり、メッシュの交点に記号を与えグ
リッド番号とした。この記号は、基準点を 0と し、方向を示すために東・ 西・ 南・ 北にE・ W

第 説
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・ S・ Nを、距離を表すため、 3mを一単位として 1・ 2・ 3・ 4-を与え、この両者の組み

合わせによって表した。例えば、基準点 0か ら北に96m、 東に57mの メッシュの交点は、N32

E19と なる。遺構平面測量は、このメッシュによる簡易やり方によって行っている。グリッド

はメッシュの交点を北東とする記号で表し、遺構外出土遺物に関してはこのグリッドによって

取り上げた。

なお、基準点 0の座標値は、国家座標第Ⅷ量系X=45,468.000、 Y=-22,074.000であり、

本遺跡の調査については、共通させている。

3 調査の経過
司酷厄見10生F (1998)

2/9 現地調査着手。バックホーによる表土剥ぎとともに、調査員が遺構検出を行う。
2/10 バックホーによる表土剥ぎを行う。試掘調査の結果により想定されていた以上に遺構
の密度が濃く、全面的に広がっていることが確認される。

2/12 引き続きバックホーによる表土剥ぎを行う。排土置き場に苦慮する。
2/16 バックホーによる表土剥ぎと遺構検出を行う。桑の抜根による攪乱が、調査区域全面
に畝状に入っている。

2/17 作業員が参加し、遺構検出と遺構の掘り上げを行う。雪解けによる泥寧で作業効率が
いちじるしく悪い。

2/18 バックホーによる表土剥ぎを終了する。引き続き遺構検出、掘り上げを行う。
2/19 ブドウ棚のアンカー埋設と桑の抜根による攪乱を除去する。
2/20 引き続き攪乱を除去するとともに遺構の掘り上げ、実測を行う。
2/24 P-16か ら人間の頭骨が出土する。

2/26 P-16の頭骨の下から古銭が出土する。

2/27 SB-06掘 り上げ。覆土内から炭化物が大量に出土する。
3ノ/3  SB-05完 1屈。

3/5 SB-01・ SB-02・ SB-03・ SB-06完掘。SB-03は西壁と南壁がほとんど肖I平されてい

る。SB-01は弥生期の住居址で、本遺跡でははじめての弥生期遺構の確認となる。

3/6 全遺構の掘り上げ終了。
以降、 3月 10日 まで実測を行い、すべての現地調査を終了する。

整理作業及び報告書作成作業は、現場作業終了直後から平成11年 3月 まで断続的に行い、平成

11年 3月 25日、本報告書を刊行して、すべての調査事業を終了した。
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第二章 遺跡の環境
1 自然的環境
八幡裏遺跡のある上田盆地は長野県の東部に位置し、盆地中央を南東から北西に貫く千曲川に

よって右岸と左岸に隔てられる。この内、八幡裏遺跡のある右岸は、北方を太郎山山地に、東方

を烏帽子火山群の寄生火山である殿城山に遮 られ、千曲川を底辺とする三角形状に展開している。

平野部は千曲川によって形成された第 二～Ⅲ段丘面と沖積氾濫原で、上田市街地は主に第■～Ⅲ

段丘面から沖積氾濫原にかけて広がっている。

遺跡の北にそびえる太郎山山地は、中央部の黄金沢の谷によって太郎山 (1,164m)と 最高峰

の東太郎山 (1,300m)と に隔てられる。太郎山の西方には岩礫地特有の植生がみられる虚空蔵

山 (1,076m)があり、その南斜面は急峻な岩肌を見せている。それに対し、東太郎山から続く

東方の山並みは穏やかで、その東端には上野と呼ばれる丘陵台地が伸び、北方の菅平高原に源を

発する神川によって断ち切られている。この台地は烏帽子火山群から流出した溶岩台地で、神川

左岸と地質的には同質であり、もとは一続きのものである。

遺跡が所在する太郎山山地の南麓にはいくつかの河谷が数えられ、その谷の出日には扇状地や

崖錐地形が発達している。この内最も大規模なものは黄金沢の扇状地で、その扇頂部に山口とい

う谷集落があり、扇状地は一面 リンゴ園となっている。この扇状地の南縁は矢出沢川に断ち切ら

れるが、西側は千曲川の第 I段丘面まで広がり、虚空蔵沢の出口にまで及んでいる。この辺りは

黄金沢の伏流水が湧水となって湧き出している。この扇状地の西方では、太郎山が直接段丘面に

接し、虚空蔵沢や声沢などの小渓谷の出口に崖錐地形が形成されている。

千曲川右岸の山地は第二系の内村層・ 別所層などで構成されており、遺跡は内村層に接してい

る。内村層の分布は上田市北方から真田町、坂城町、更埴市、長野市松代町、須坂市東方にまで

及ぶ。上田市北方の内村層は、下位から大峰山盲二太郎山層・ 横尾層に区分される。大峰山層は、

主に黒色泥岩からなり、まれに安山岩質で緑色の火山岩層や砂岩層を挟む。層厚は800m以上あ

る。太郎山層は大峰山層を整合に覆い、デイサイ ト質で緑色の凝灰角礫岩からなり、層厚は600

mを計る。太郎山層には黄鉄鉱が多く含まれており、黄金沢の名の由来となっている。また、上

田城の石垣は太郎山産の緑色凝灰岩を使用している。横尾層は、火砕岩と黒色泥岩からなる。な

お、この地では、変質作用が認められ、大峰山層・ 太郎山層下部は曹長石・ 石英・ 緑泥岩の組み

合わせであり、太郎山層上部から横尾層は、曹長石・ 緑泥石質雲母の組み合わせである。

平地に分布する第四系は下位から、虚空蔵山層・ 染屋層・ 上田泥流堆積物・ 河岸段丘堆積物・

扇状地堆積物に区分される。遺跡は虚空蔵山層に染屋層上層部と扇状地堆積物が重なる地域であ

る。虚空蔵山層は第四系の最下層で、岩清水台地・ 太郎山の麓にあたる斜面を形成する。太郎山

山麓では、おもに内村層の緑色凝灰岩の角礫からなる礫層で、ゴヒ方の太郎山に由来する。染屋層

は、上田市街地の地下に分布する湖成層で、その上層部は礫層を主体とし、砂礫を数枚挟む層厚

0,1～ 0.5mの河川堆積物である。安山岩礫のほか、新第二系の緑色凝灰岩、石英ひん岩の礫を

多く含む。扇状地堆積物は、新第二系の緑色凝灰岩からなる。
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第 2図  周辺遺跡分布図
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番 号 遺 跡 名 時 代 遺 跡 の 所 在 地 備 考

52 染谷台条里水田跡遺跡 弥生～平安 上野・ 住吉・ 古里・ 国分 85年～数次調査

53 向田古墳 古墳 古里字向田1861 半壊

54 国分遺跡群 弥生～平安 国分字古城堂浦屋敷 97年調査

56 国分寺周辺遺跡群 縄文～平安 国分寺字仁王堂明神前他 94年県埋文調査

57 常入遺跡群 縄文～平安 常入字堀の内・ 中常田他 96年調査

58 金井裏遺跡 縄文～平安 上田字金井裏蟹原 85・ 96年調査

59 東奥山原遺跡 弥生・ 平安 上田字東奥山原

60 二子塚古墳 古墳 上田字秋棄裏

61 大星西遺跡 縄文・古墳 上田字大星

62 雁堀遺跡 弥生・ 平安 上田字雁堀

63 西丘遺跡 平安 上田字西丘

64 八幡裏遺跡 縄文・ 平安 上田宇思川・ 大星前他 94年～V次調査

65 海野遺跡 弥生・ 平安 上田字海野

66 上田城跡 近世 上田字二の丸

67 上平遺跡 縄文～平安 常磐城字上平

68 殿田遺跡 平安 常磐城字横畑・仁王田

92 上平古墳 古墳 諏訪形字上平

93 森の木 1号古墳 古墳 諏訪形字森の木

94 森の木 2号古墳 古墳 諏訪形字森の木

95 渋取田遺跡 縄文 諏訪形字渋取田・ 中堰

96 中沢遺跡 平安 諏訪形字中沢

414 小泉由輪城跡 近世 上田字上田城廻り

415 牛伏城跡 近世 常磐城字虚空蔵

416 アラ城跡 近世 常磐城字太郎山

417 北林城跡 近世 常磐城字上平

439 豊原古墳 古墳 上田字豊原

456 花古屋城跡 近世 上田字花古屋

457 染屋城跡 近世 古里字英

第 1表 周 辺 遺 跡 一 覧 表
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2 歴史的環境
太郎山山地の南麓、黄金沢扇状地から西方の千曲川第Ⅱ段丘面にある秋和付近までの一帯を概

観すると、濃密な遺跡分布が見られる。以下、時代に沿って遺跡の在り方を追い、当遺跡を取り

巻く歴史的環境を見ていく。

縄文時代の遺跡では、当遺跡の調査の発端となった、思川遺跡があげられる。思川遺跡は、昭

和27年に五十嵐幹雄氏が、病院の改築工事中に発見・ 調査したものであり、今回調査した遺跡の

西端にあたる。調査結果は北上田遺跡として報告され、明確な遺構は確認できなかったものの、

中期加曽利 E式、後期堀之内式、加曽利 B式などの土器、磨製石斧・ 打製石斧などとともに、イ

ノシシ・ ニホンジカなどの獣骨も出上している (『信濃』第 9巻第11号 昭和32年)。 また、平
成 6年の新病院建設に伴う八幡裏遺跡の第 I次調査では、中期後葉から後期中葉の敷石住居址が

7件確認されたほか、墓壌が 3件確認され、屈葬位の人骨が出土 している。また、これら住居址

や土壌からは、イノシシ・ ニホンジカの骨も出土した。このほか、今回調査区北西の大星西遺跡

でも加曽利 E式土器片が表採されている。また、太郎山南斜面の山腹のテラス状台地に位置する

上平遺跡からはかつて、中期加曽利 E式上器が表採されている。

弥生時代の遺跡は、後期箱清水式期にほぼ限られる。中期以前の遺跡はほとんど皆無に等しく、

ァヽ幡裏遺跡南端の上田交通北東線 (廃線)敷設工事の際、中期栗林 I式期の壷形土器 2個体が発

見されているのみである。後期箱清水式期には前述の上平遺跡の住居址から土器セットが出上し

たほか、昭和60年の上田バイパス建設工事に伴う金井裏遺跡第 二次発掘調査、平成 10年の宮原遺

跡発掘調査でも、住居址から比較的良好な同時期の上器セットが出上 している。

古墳時代、当地域には多くの古墳が築造されている。秋和地区北西の秋和霧原野神社境内にあ

る秋和大蔵京古墳 (上田市指定文化財)は、昭和59年、筑波大学の常木晃・ 望月保宏氏らの実測

調査により、基底部の一辺が32～35m、 高さは 5～ 8mの方墳と計 られ、墳丘上から採取された

古式土師器片から、築造は 4世紀末から5世紀前半に比定されている (「上田八幡大蔵京古墳の

実測調査」『信濃』第38巻第 4号信濃史学会)。 また、秋和大蔵京古墳の南西に位置する風呂川

古墳は、平成 4年の新幹線工事用道路開削の際に、働長野県埋蔵文化財センターによって周溝の

一部 (山側)が調査され、 5世紀前半の方墳の可能性が指摘された (『北陸新幹線埋蔵文化財発

掘調査報告書 2』 1998 醐長野県埋蔵文化財センター)。 八幡裏遺跡の東方に隣接する二子塚

古墳 (上田市指定文化財)は、東信地方では数少ない前方後円墳で、全長約51m、 前方部最大幅

約25m、 後円部最大幅約39m、 高さ 5～ 6mを計る。北側には周涅の一部と推定される窪みが残
る。従来は 6世紀前半の築造とされていたが、墳丘裾から採取された円筒埴輪片によって、更に

さかのぼることが分かっている。後期古墳では、昭和62年に、下水道工事中に偶然発見され、調

査された豊原古墳がある。この古墳からは、 5体の人骨と太刀 5日、刀装具、鉄鏃、鉄製品や金

環、ガラス小玉などが出上した。また、前述の風呂川古墳のある秋和・ 塩尻地区にはかつて、 6

基の古墳が確認されていたが、そのほとんどが破壊され、わずかに虚空蔵山中腹 (標高620m)
の弥陀平古墳 1基が残るだけである。

同時期の集落址については、本遺跡南西部で、平成 9年に新病院南口道路建設に伴い発掘調査

した八幡裏遺跡第Ⅳ次調査で、後期の住居址が数件確認されたほか、やはり同遺跡北東部の第 二
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次調査で後期の住居址が 1件確認されている。このほか、前述の金井裏遺跡の第 二次調査におい

ては前期の住居址が、平成 8年の同遺跡第Ⅱ次調査では後期の住居址が確認されており、従来、

古墳の数に比して、あまりよく判っていなかった集落の実態が解明されつつある。

奈良・ 平安時代の遺構としては、本遺跡の第 I次調査において、平安時代の住居址が13件確認

されたほか、前述の第Ⅳ次調査においても数件確認されている。このほか、昭和60年に上田バイ

パス建設工事に伴い調査された殿田遺跡では、奈良・ 平安期の住居址が 5件が検出されたほか、

前述の上平遺跡の調査では、奈良時代の須恵器窯が確認されている。

中世以降の集落については不明であるが、太郎山中腹には尾根ごとに山城・ 砦が構えられ、そ

の段郭が残っている。昭和の前半まで一帯は、「蚕都うえだ」の繁栄を支えた桑園や、果樹園が

広がっていたが、蚕糸業の衰退とともに住宅地化し、上田市でも良好な住宅地となっている。

3 基本的層序

自然的環境でも述べたとおり、調査地は太郎山に発する黄金

沢の扇状地の端に位置し、角礫を多く含む砂礫土層が主体の上

地である。

調査地における土層は、おおむね 4層に分類でき、表上の第

二層はぶどう畑の耕作上で、 3 all大の礫が混じるにぶい褐色を

呈した軽埴上である。第 I層は扇状地堆積物の上層で、10clll大

の亜角礫を主体とする褐灰色の壌上である。第Ⅲ層は遺構検出

面で、にぶい黄褐色を呈する礫の少ない砂質上である。第Ⅳ層

は黒褐色で礫が主体の砂壌土となる。

上層の厚・ 薄の差はあるが、本遺跡の従前の調査と基本的な

層序は同じである。

G L

-0.2

-0。 4

-0.6

-0。 8
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第 3図  調査地位置図 (2)
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第二章 調査の結果

概 要

本遺跡は、1998年の第Ⅳ次調査までの結果、縄文時代中～後期の集落址を中心に、古墳後期～

平安時代の集落址が一回り大きく覆う形で存在する遺跡と考えられた。弥生時代の遺物としては、

遺跡の南辺で中期の上器が発見されていただけ (本編歴史的環境参照)であったが、今回の調査
で、弥生時代後期の住居址 (SB-01)が検出され、遺跡の時代の再考を迫られた。このほかの住居

址からは、中世の住居址SB-02と 、平安前～中期のSB-03、 04、 05が検出された。SB-06か らは、

多量の炭化材とともに少量の上師・ 須恵器・ 青磁片が出上したが、図示し得る遺物は砥石の 1点

だけで、時期の比定は困難である。

今回の調査区域は、従来の遺跡分布図では、北端部と考えられていたが、遺構の密度や、周辺

地形の状況を鑑みるに、さらに北とこ広がる可能性がある。
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第 4図  検出遺構全体図
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0                  2m

第 5図  SB-01実 測図

齢 SB-01 薩
加
雄

隅丸長方形
N-45。 一W
4,02X3.66
鉾洋離

0,180)～0。 10(9
478.66～478.54

(13.08∬ )

火

　

処

疎
鱚
雄

炉
北西柱穴 間
0。 24XO。 20断 第 5図

柱穴 Pl(0。 26XO。 20XO,09)・ P2(0。 19XO,19XO.03).P3(0。 32XO。 30XO.06)・ P4(0.34XO.32XO,09)

備考

トレンチのため南隅は不明。 SB 02、 畝跡 (3め に切られる。床はやや堅い地山馬 Pl、
P3、 P4は主柱穴。P2は別遺構の可能性もある。炉は浅く掘り窪めた地床炉で、よく焼けてい

る。覆土は7.5Ⅶ3/2黒褐色上で、小礫と黄褐色ロームを少量含む。床面より弥生壷 1点、弥
生高邦 (脚紛 1点出土。

第 2表 SB-01観察表
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0                  2m

SB-02実 測図第 6図

―
―
Ｉ
Ｌ

遺構 SB-02 藤
加
雄

隅丸長方形
N-310-▼
3.76X3.39

高
高
耐

壁
床
床

0.32①～0.04⑥
478.67～478.55

(11.86dD

火

　

処

藤
館
雄

不  明
図版 第 6図

歓 Pl(0.44XO.44XO。 12)

陪

トレンチのため北半は不明。 SB 01を切る。P-10、 卜11、 P-12、 P-13、 P-14、 P-129、 畝跡
(4本)に切られる。主柱穴なし。Plは同時期の遺構ではない可能性もある。床はやや堅い
地山床も土器の年代から寵の存在が想定され、北東壁または北西壁に構築されていたと思わ

れる。周溝は確証に欠ける。覆土は7.5YR3/2黒褐色土く 旭湖整炭化物を少量含む。暦十中
よリカワラケ2点、砥石 1点が出亀

第 3表 SB-02観察表
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第 7図  SB-03実 測図
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遺構 SB-03 疎
加
離

隅 丸 方 形
N- 20-W
3.62X3,70

高
高
耐

壁
床
床

0。 16①～0,00①
478.36～ 478.25
11.79正

火

　

処

疎
鱚
雄

竃

東 壁 中 央
(0.65XO.63)図版 第 7図

歓
Pl(0.25XO.20XO.08)・ P2(0.22XO.20XO.06).P3(0.21XO.20XO.00.P4(0.22XO.21XO.09)

P5(0。 24XO,20XO.11)

備考

P-24、 P-113、 畝跡 (3本)に切られる。床は柔らかい地山床で、南西側はほとんど削平さ
れる。寵は僅かに火床が認められる脇 Pl、 P2、 P3、 P4は位置的に主柱穴と思われるが、
非常に浅い。周溝は確証に欠ける。磨十は7.544/4褐色上で小礫と砂利を含む。床面上に土
師郷2点、覆土中より上師郭 1点、驚内より上師郭 1点、土師高台付皿 1点、須恵四耳壷片
(1個体分)が出七

第 4表 SB-03観察表
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0               1m

B-04実 測図

遺構 SB-04 藤
加
離

隅 丸 方 形
N- 5。 一E
3.12X2.90
琳蒔離

0.260)～ 0.1l⑥
478.68～478.59
7,00∬

火

　

処

疎
確
雄

電

北 壁 中 央
0。 70XO.68図版 第 8図

柱穴 Pl(0.50XO,44XO。 10)

備考

SK-07、 卜36、 P-37、 P-40、 P-41、 P-74、 P-114、 畝跡 (3本)に切られる。床はやや堅い
地山床。竃は住居外に張り出し、角礫を 3対ずつ並べて芯材とし (ただし西袖は2個のみ残
存)、 構築粘上が僅かに残存する。看十は7.5YR4/4褐色上で、砂利を多量に含む。覆土中よ
り上師郭 2点、土師甕 1点、磨製石斧 1点、籠内より上師郭 3点、土師甕 2点が出土。磨製
石斧は混入と思われる。

第 5表 SB-04観察表
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第 9図  SB-0

0                   2m

5実測図 (1)

遺構 SB-05 蹴
姉
離

隅 丸 方 形
N- 70-W
3.90X3.68
端齢離

0.32①～0.09①
478.64～ 478.51

(12.710

火

　

処

藤
鱚
雄

竃

北 壁 中 央
(0.63XO.34)図版 第9.10固

柱穴 Pl(0。 41XO。 34XO.16).P2(0。 28XO。 27XO,09).P3(0.21XO。 19XO.09)・ P4(0.24XO.23XO,05)

備考

北半はトレンチのため不明。P-123、 P-124、 畝跡 (3本)に切られる。床は堅い地山え
竃は煙道 (?)部が僅かに残存し、壁面はよく焼けている。東壁は弧状に湾由する。Pと、P21ま
位置的に主柱穴と思われる。P3、 P41ま】U遺構の可能性もある。酒■は7.5WR3/3暗褐色上で、
小礫を含む。暦十より上師郭 2点、須恵郭 1点が出土。

第 6表 SB-05観察表
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第 10図 SB-05実 測図
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0                   2m

SB-06実 測図 (1)第 11図
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SB-06実 測図 (2)
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υ
９
０ 23 1劉 24図 49 34 13 削 6・卜1200b

86 17曖雪 22 20 15 121 2個 49 Qつ 63 岡 6Jb・Pl劉醐鵜
87 17曖雪 31

７
Ｉ
Ｃ
る 8 12 24虜雪 ７

１
９
０ 36 8

88
図▼
Ｉ
ｌ
■ 44 31 6 1閉

図■
■
０
乙 55 48

側 17曖雪 24 22 5 124 21曖雪 25 24 10 削 醐 胚・珊 ・尉

90 17虜g ７
‥
Ｃ
る 24 8 125 24優雪 36 34 12

91 17優雪
７
‥
０
乙 26 12 1お 27屁雪 29 26 15
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器 断 離 解 深さ 備  考餓・圏D 器 断 離 羅 深さ 備  鞠〔船・胆め
127 27図 56 50

７
‥
０
乙 14 19曖雪 23 〔

υ
Ｏ
乙

０
０

128 26優コ
０
ね
９

一 10 14 145 20回雹 24
ｎ
υ
Ｏ
る

ｎ
Ｕ

1閣 25図 12 10 8 削 20b 146 20曖コ 22 20
７
‥

130 16曖雪
７
‘
Ｒ
Ｊ 45

ｎ
Ｊ
Ｃ
乙 147 20凶 33

〔
υ
Ｏ
乙

０
０

131 別図
７
‥ 16

ｎ
υ 148 20曖雹 22

∩
υ

ｎ
υ

1〔12 16曖ζ
盗
Ｕ 15 4 149 20曖□

ｎ
υ
Ｄ
Ｄ 23 8

133
図７
‥
１
■ 15 14

Ｏ
Ｏ 1醐 20回雪 28 24 28

134
図７
‥
１
■ 15 13

ｒ
Ｕ 151 24図

食
υ
Ｏ
Ｄ 34 15

135 17曖雪 13
１
■ 7 152 24図 24 23

０
る

136 21曖雪 22
∩
υ

虞
Ｊ 153 24回雹 26 OD 23

i37
図１
■
０
乙

ｎ
υ
Л
４ 34

И
仕 1尉 24曖雪 24 21 22

138 21曖雪
７
‥
０
乙 12

ｒ
Ｕ i弱 24曖雹 40 40 24

1調 18図
ａ
ｕ
Ｏ
る

ｎ
Ｊ 12 1酪 24図

（
υ
ｌ
■

ｎ
Ｕ
ｌ
■

７
１

140 22図
〔
υ
う
０ 24

０
ね 157 24曖雪 23 19 19

144 19虜雹 14 8 158 21曖コ 35 33 19

142 19屁雪
０
０ 15 8 1田 26膠雪 19 18 24

143 19曖□ 12
１
■

７
‥
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第 31図  SB-01遺 物実測図

第 32図  SB-02遺 物実測図

多

５

１
１
上

」

1

0               10 cm

B二 〇3遺物実測図 (1)
0                   10Cm

33図  S
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劾 炉Tアレ
ヽ

第 34図  SB-03遺 物実測図 (2)

8

SB-04遺 物実測図
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0                   1 0 Cln

(1)第 35図



0               10cm

第 36図  SB-04遺 物実測図 (2)

5

6

7

第 37図  SB-05遺 物実測図

0              10cn
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0                 10 Cm

38図  SB-06遺 物実測図

0              5cm

第 41図  P-16遺 物実測図

第 39図  SK-07遺 物実測図

第 40図  P-57遺 物実測図

7

0                  1ocm

第 42図 遺構外遺物実測図
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帥
醐 維醸

量
存

法
残

器 質 成形・形態ほか かほ整 形

SB-01

31優電卜1

望

姓

残高 28.6

体～釧 /2

胎 ;0。 1の赤褐色砂粒・粗
砂粒多く含む
焼 ,良
色 ;め 5YR7/8e・ 7.m4/6
赤 饉渤
めⅣR6/8e

イチジク状造呈
する

り踊鞘鉗距荘塑轄・副
櫛歯工具によるT字状施
文・ω 箆磨き・
肩部を除き赤色塗彩
0頚部横位の箆磨きと赤色
塗勇井帥 の鵬 目

SB-01

31離2

甕

姓

残高 (5。 9

螂 螂

胎 ;琳聞甦釣
焼 ;良
色 ;り 7.5Ⅶ2/魏鵡褐
07.545/6明褐

つ櫛歯状工具による波状施
文
0箆撫で

SB-01

31届電卜3

訪

姓

14.2

(7,つ嬬絡
　
脚

胎 ;粗砂粒・岳拓舘
焼 ;良
色 ;の 10阻5/6赤 ∽
01045/6赤 C省の

郭部との接合部
から内弯
～
外反

して開きの少な
い裾に至る

わ縦社の細級な箆磨き・裾
鰤 蠅 な箆磨き
め横蔵の箆削りの後、上位

爆選震籠畿ぎ事
位醜 の

SB-02

32屁電卜1

皿

土師

Ｄ

つ

８

２醒
縞
1/4

胎 ,0.05の純 恥 と
0。 1の砂粒僅か含む
焼 ;良
色 ;の 1048/3浅萬橙
内)■ 5Ⅶ略/4ど謳朝登

丸底の底部から
僅かに内弯する
脚 盤 て、摘
み上げた日唇部
に至る

わ撫で
け撫で

SB-02

32屁コト2

皿

ELm

６

１

８

２醒
縞
　
】

胎 ,0.05の赤褐色砂粒と
0。 1の砂粒僅か含む
焼 ;良
色 ;わ 1ば配/3浅黄橙
07.5Ⅶ7/4にぶい橙

平底に近い丸底
の底部から内弯
直立して日縁部
に至る

り日軸 の撫で・底部
撫で
0横戯の撫で

SB-02

328電卜3

甕

土師

酪      (6.8)

醐 1/5

胎 ,0,4～ 0.6の礫・粗砂粒
僅かに含む
焼 ;良
色 ;の 7.5Ⅶ7ん橙
07.543/2黒褐

の櫻割臣望)蟹翠狙り
0横位の箆撫で

SB-02

32X14
隔

9.5
4.2
2.8
161g

黙
幅
隣
塾
絡

質 ;―
色 ,2.5Y8/3淡黄

四角柱状・ 4面使用、庫面に断面V字形の工
顛

SB-03

33曖雹二1

皿

土師

口径
綿
醒
3/4

７

６

１

６

２

６

胎 ;細砂粒・看拓釣
焼 ;良
色 ;わ 2 5YR7/6橙
02.5Ⅶ6/6橙

付け高台の底部
から体部1」サM更
して開く

の体部機犠による撫で・底
蜘 り
0軽犠による撫で

SB-03

338圏卜2

郭

無

口径 13.7
器高  3.8
底径  6.4
体部1/4・ 底
報 /2

胎 ,粗砂粒ごく僅力逍お
焼 ;良 碑 動
色 ;わ盈5Ⅶ7/6橙
D7.5Ⅶ7/6橙

平底から朝渡成
型の稜を有し僅
かに内弯する体
部を経て、日縁
に向かって開く

り体部機横による撫で・底
日配亘障畜滓逮刀り
0魏壌による撫で

帥

SB-03

33擾コ13

郷

土師

３

９

０

３

３

６

醒
縞
降
胸

胎 ;碧難お
焼 ;良
色 ,りM7/4にぶい橙
D黒色処理

平底から内弯す
る体部を経て日
縁に開く

の口如 働翻灌によ
る撫で・体部下位箆削り
・厄醇騒匹弾転労範刀り
け斜位の箆磨き

第 12表 出 土 遺 物 観 察 表 (1)
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帥
酬 籐諫

量
存

法
残 器 質 成形・形態ほか 整  形  ほ  か

３

　

　

４
ＳＢ．０　鵬

雰

土師

１

９

２

３

４

６

醒
縞
醒
碗

胎 ,0.2の礫・粗砂粒含む
焼 ;良
色 ;わ 10阻7/4にぶい黄橙
め黒色処理

輯拶げ洸分 ごく
僅かな上げ底か
ら初畔

“

はF平雪し
て曲 るヾ

わ朝壌による撫で・底部回
転糸切りの後箆調隆

め横他の箆磨き

３

　

　

１
ＳＢ．０　既

郭

土師

２．８５。４７．４軟

１

　

　

　

／１

醒
編
醒
瞼

胎 ;琳剛聴釣
焼 ;良
色 ;ゆ 10Y5/8赤
め10Y5/8赤

平底から体部に
内弯して立ち上
がる

わ軸犠による撫で・体部下
位箆撫で・底部回転糸切
り
0横世の箆磨き

３

　

　

２
ＳＢ．０　鵬

郭

土師

０

３

８

６

６

７

醒
縞
酪
2/3

胎 ;粗砂粒多く舗
焼 ;良
色 ,の 2.5VR6/6橙
内)帥

蜘 の醐

から内弯して体
部に立ち上がり
口縁は僅かに外
反する

わ体部機強による撫で・底
部回転糸切りの後箆調隧
け箆磨き

３

　

　

３
ＳＢ．０　鵬

望

無

姉      (9.3)

副 の螂

胎 ;落剛職鉛
焼 ;良
色 ;り 10Ⅶ5/1灰
内)10m6/1 灰

肩部に鍔を巡ら
よ 帷 ま軟
を穿った耳が貼
け る

わ格子目状の叩き
め格子目状のH口き

４

　

　

１
ＳＢ．０　鵬

郭

土師

口径 (13.6)
器高  4.4
底径  5。 3
底～体部

胎 ,0.2～ 0.5の礫含む
焼 ,良
色 ,わ 2.田蒟/6明赤褐
D黒色処理

平底から体部は
内弯して開き、
日縁部で僅かに
外反する

わ体部機軽による撫で・底
蜘 り
け縦位の箆磨き

４

　
　
２
ＳＢ．０　鵬

郭

土師

口径 16.6
器高  4.8
底径  7.4
ほi避落存

胎 ;粗砂粒雀お
焼 ;良
色 ;め 2.545/6明赤褐
内)柳

耳莉員んヽら例蝉零は
内弯して開く・
器形に歪みがあ
る

か体部機嬢による撫で
鹿謂脚國転説笠刀り
山 箆磨き

SB-04

35回コニ3

郭

土師

口径 14.2
器高  5.2
底径  6.6

帥

胎 ;粗砂粒含む
焼 ;良
色 ;り 7.5Ⅶ7/8黄橙
め黒色処理

平底の底部から
内弯して体部に
立ち上がり口縁
は僅かに外反す
る

わ輯犠による撫で・底部回
蜘 りの後躇翻警 GJ
り)
0横位の箆磨き?磨耗が著
しい

４

　
　
４
ＳＢ．０　鵬

郷

土師

口径  8.0
縞      (4.0)
底径 6。 6)
体～口縁部

胎 ;粗恥 舗
焼 ,良
色 ,010Ⅶ6/4明黄褐
0黒色処理

体部は内弯して
開き、日縁部は
外反する

わ輯櫨による撫で
0横泣の箆磨き

４

　
　
５
ＳＢ．０　鵬

郭

土師

口径 G.の
残高  5,0

日縁1/6

胎 ,粗砂粒遣お
焼 ,良
色 ;の 10Ⅶ6/3にぶい黄橙
内)熱

日縁部外反する の朝犠による撫で
0箆磨き

SB-04

35屁雪16

雰

土師

口径
縞
醒
1/4

４

３

３

７

５

６

胎 ;粗恥 釣
焼 ;良
色 ;わ評団/6橙
内)融

平底から内弯の
緩螂 を経て
口縁に向かい直
線的に開く

ゆ輯犠による撫で・底部回
菊覇能刀り
0横泣の箆磨き?磨耗が著
しヽ ヽ

SB-04

35回コー7

郭
　
卸

口径 18.0
器高  3.8

口縁1/6

胎 ;X剛甦釣
焼 ;良
色 ,か 7.5VR6/8橙
め黒色処理

醐 面に低く
緩L蕩を有する

り輯軽による撫で
0幽 箆磨き

第 13表 出 土 遺 物 観 察 表 (2)
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帥蜘
綽
謙

量
存

法
残 器 質 成形・形態ほか 整  形  ほ  か

SB-04

35優団-8

郭

土師

３

２

２

６嬬
靡
　
瑯

胎 ,粗鵬 く含む
焼 ;良
色 ;め 2.5YR6/8橙
め黒色処理

平底から体部に
屈曲して立ち上
がる

わ横位の撫で・姫朝臣聴糸
切り
0箆磨き

４

　

　

　

９

ＳＢ．０　　鵬

甕
　
卸

７

５

２

４

２

２

醒

嬬

胴～日縁部V
3

胎 ;白色・黒色の粗砂粒含
む
焼 ;良色;鰯
|:鶏なにぶR層

聾 を雌
位に有し、「 く
」の字状に屈曲
する頸部を経て
面取りの施され
た口縁に至る・
粘土帯積み上げ

か輯装による撫での後、横
位の箆撫でと一部に箆磨
き
め横位の箆撫でと一部に箆
磨き

SB-04

36屋電卜1

甕

ELm

口径 11.4
姉  14.1

胴～口縁部と/
6

胎 ;粗砂粒僅力てお
焼 ;良
色 ;わ 7.5YR6/8橙
010Ⅶ7/6明黄

韓 雌
位に有し、「く
」の字状に屈曲
する顕部を経て
面取りの施され
た日縁に至る

わ横位の箆撫でと一部に箆
磨き
め描戯の箆撫でと二部に箆
磨き

SB-04

36屁雹ヒ2

甕

土師

６

９

０

１

２

２

醒

嬬

雌 位1/4

胎 ;粗朋蜂お
焼 ,良
色 ;の 2.5m6/8橙
内万47/8橙

卵状の胴郎から
緩く「く」の字
を司函麟 る螂
ち経て外傾する
日縁に至る

わ口軸 嫌 で・ 胴邸
漸日陛望〕盤錯Uり
D横蔵の撫で

４

　

　

３
ＳＢ．０　鵬

群
ｇ

８

１

９

５

・
　

・
　

・

５

９

５

２

２

難幅隣肇敵

質 ;F聯賠
色 ,10Y4/2オ リーブ灰

靡襲製【茜彗蔀第こ
=E共
割貫

SB-05

37酢1

郷

無

日径
縞
酪
1/3

８

３

４

２
．
４

５
．

胎 ,お期職舗
焼 ,良
色 ;り 10Y6/1オ リープ灰
010Y5/1灰

上げ底の底部か
ら桐解零は道聰譜均
に外傾して開く

り魏犠による撫で・底郡回
璃島粋趙可り
け鞠横による撫で

SB-05

37酢2

郭

卸

日径 17.8
器高  5.3
底径  7.9
1/2

胎 ;η期職諮
焼 ;良
色 ;め

「

R6/4にぶい橙
D■ 546/6橙

平底から内弯す
る体部を経て日
縁に立ち上がる

り韓強による撫で・体部下
村罐舗Iり・邸 ?
0箆磨き

ＳＢ・０５　卿
郭

土師

日径 16.6
嬬 G.9

1/6

胎 ;粗艶 舘
焼 ;良
色 ;り瓢 7確
D黒色処理

わ横蔵の撫で
D箆磨き

Ｂ．０　
辟

Ｓ

　

３

郭

土師

口径 (18.つ
器高  4.5
底径  8.1
蜘 /6

胎 ;粗嘘 く含む
焼 ;良
色 ,わ 7.5Ⅶ7/6橙
D■ 545/1荘説庶

脚 ・ 脚

に稜籍 る
り軽犠による撫で・底郡回
転胡能刀り
D軽模による撫で

ＳＢ・０５　卿
郭

土師

残高  1.0
底径  7.0

醐 /3

胎 ,判動 機 多く含む
焼 ;良
色 ;わ 7.5YR3/4浅黄橙
内)翻

り底部回転糸切り
0縦位の箆磨き

第 14表 出 土 遺 物 観 察 表 (3)
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i00
酬 籐謙

量
存

法
残

器 質 成形・形態ほか 整  形  ほ  か

SB-05

37膠コニ6

郭

土師

２

１

１

５

２Ｖ

妬
酪
　
醐

胎 ,0。 15の差剛 粒 多く含む
焼 ;良
色 ;め 7,5YR6/4にぶい橙
内)7.5Ⅶ74にぶい橙

り底瑯回隠糸切り
め庭調勢渚 しい

SB-05

37屁電二7

郭

土師

３

８

１

６嬬
離
　
醐

胎 ,0。 1の粗砂粒多く含む
焼 ;良
色 ;わ 2.5m5/6明赤褐
め2.5Ⅶ6/8橙

脚 わ底部回転箆切りの後撫で
0箆磨き

SB-05

37屁雹二8

甕

無

残高  10.7

胴～口縁部の
螂

胎 ,0.2の礫・ 1甑姉鯵多く
舗
焼 ;良
色 ;め 2.5Ⅶ7/84
めZ5Ⅶ7/6橙

口瑯 とこF罰取り
を施す

llJ口縁″頸部横位の撫で・
岬 の叩き
め撫で

SB-06

38B圏
二1
隔

長さ
幅
厚さ
重さ
薪

５

６

４

ｇ

７

３

３

６８

質
色
難
5GY6/1オリーブ灰

4角柱状・ 4面破悧、内1面に使用による段
差がつく・底面に断面V字形の工具痕

SK-07

39昼コニ1

椀

廟
陶器

嬬
酪
　
醐

1.4
7.1
胎 ;細籾蜂お
焼 ;良
色 ;め 7.5Y7/1灰
内)7.5Y71灰

付け高台は短く
内弯する

わ撫で
け撫で

灰釉は漬け掛け

P-57

40回団-1
謝

ｇ

９

７

５

１

２

１

０

３

さ

　

さ

さ

長
幅
厚
重

鰯離
質
色

P-16

41屁∃二1
麟

ｇ

６

１

５

２

０

２

醸
騨
肇
薪

「大回国資」・人骨 ∽ とともに出土

N64E26

42回雪二1

郭

土師

口径 (16,0)
器高  3.9
靡  7.4
1/6

胎
焼
色

鱒
良
わ7.5m7/3にぶい橙
め黒色処理

平底から体部は
僅かに内弯して
開く

わ撫で・底卸回臨糸切り
け箆磨き

N67E22

42虜雪-2

皿

土師

口径 12.4
残高  3.2

口続暗阻/5

胎 ,細蜘柳 難ね
焼 ;良
色 ;り 10阻7/3にぶと`黄橙
内)mm7/4にぶい黄橙

り横位の撫で
0横位の撫で

N66E24

42回雹二3

邦

土師

残高  1.5
底径  5.3

醐

胎 ;細蜘柳 難ね
焼 ;良
色 ,め 7.546ん橙
0融

り撫で
0底部回転糸切り

N66E24

42図-4

郭

土師

残高  2.0
底径  5。 3

醐 の郵

胎 ,粗腕 釣
焼 ;良
色 ;わ 7.5YR74にぶい橙
0黒色処理

り輯犠による撫で・底部回
範調笠可り
D箆磨き

第 15表 出 土 遺 物 観 察 表 (4)
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蜘酬
綽
謙

量
存

法
残 器 質 成形・形態ほか 整  形  ほ  か

N66E24

42図 5

郭

土師

２

９

２

６霜
醒
　
酎

胎 ,粗恥 釣
焼 :良
色 ;わ 7.5YR7/6e■
内)黒色処理

付け高台 り魏模による撫で・底部回
窮島率↓刀り
ゆ箆磨き?磨耗が著しい

N64E28

42曖雪-6

甕

無

姉
醒
6.3

(9.8)

脚 1/6

胎 ;粗砂粒舎お
焼 ;良
色 ;り 2.5Y6/1黄灰
02.5Y6/1黄灰

の箆削りの後即き
め箆削りの後撫で

自禦輯的ドカ慟 るヽ

N66E23

42虜雹二7

碗

朧

日径  8.5
残高  5.2

体嘲阻/5

胎 ,

焼 ;良
色 ,め 7.5GY8/1明緑灰
010Y7/1灰白

め
0

染め付

第 16表 出 土 遺 物 観 察 表 (5)
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Ｐ

　

Ｌ

　

Ｉ

SB-01
(南東から)

SB-02
(南西から)

SB-03
(西か ら)

‐―
‐
‐‐
‐
‐
‐
‐
‐
―
―
―
―
―
―
―
―
―
」

-47-



Ｐ

　

Ｌ

　

２

SB-04
(南から)

SB-04竃
(南か ら)

SB-05
(南から)
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Ｐ

　

Ｌ

　

３

SB-06
(南から)

P-16人 骨出土状況
(西から)

P-16人 骨
(北東から)
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Ｐ

　

Ｌ

　

４

SB-01壷 (第 31図 -1)

SB-03皿 (第 33図 -1)

SB 03杯 (第 33図 3)

SB-03琢 (第 33図 -4)SB-01高琢 (第31図 -3)

左・ SB-02皿 (第32図 1)
右 esB_02皿 (第 32図 2)
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SB-03郭 (第 34図 -2)

SB-04琢 (第 35図 1)

(安雷35区目-6)

SB-04養 (第 36図 2)SB-04杯 (第 35図 2)

SB 04養 (第 35図 -9)

SB-05琢 (第 37図 -1)SB-04郭 (第 35図 3)
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SB-05杯 (第 37図 -2) 調査風景 (2)

N66E23刊鬼 (う宮42優コー7)

奢:::Ξ 14署子F t:唇 ]62:∃Ξ:;

調査風景 (3)

調査風景 (4)

調査風景 (1) 調査風景 (5)
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